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此
節
、
蝦
夷
地
へ
異
国
船
来
着
、
狼
藉
に
及
び
候
に

付
き
、
南
部
大
膳
大
夫
殿
・
佐
竹
右
京
大
夫
殿
よ
り

御
人
数
差
し
出
さ
れ
、
御
目
付
衆
・
御
使
番
衆
を
も

差
し
越
さ
れ
、
且
つ
南
部
殿
津
軽
越
中
守
殿
御
暇
下

さ
れ
御
帰
国
の
由
、 

此
節
、
蝦
夷
地
へ
異
国
船
来
着
、
狼
藉
に
及
び
候
に

付
き
、
南
部
大
膳
大
夫
殿
・
佐
竹
右
京
大
夫
殿
よ
り

御
人
数
差
し
出
さ
れ
、
御
目
付
衆
・
御
使
番
衆
を
も

差
し
越
さ
れ
、
且
つ
南
部
殿
津
軽
越
中
守
殿
御
暇
下

さ
れ
御
帰
国
の
由
、 

只
今
に
て
は
奥
地
ば
か
り
の
事
に
候
え
ど
も
、
右
異

国
船
一
二
艘
の
儀
に
て
も
こ
れ
無
き
趣
に
相
聞
き

候
、
も
し(

須
佐)

浦
々
御
手
当
の
御
沙
汰
こ
れ
有
る

可
き
や
も
相
知
れ
ず
候
由
、
旁
、
江
戸
よ
り
申
し
来

た
り
候
こ
と 

只
今
に
て
は
奥
地
ば
か
り
の
事
に
候
え
ど
も
、
右
異

国
船
一
二
艘
の
儀
に
て
も
こ
れ
無
き
趣
に
相
聞
き

候
、
も
し(

須
佐)

浦
々
御
手
当
の
御
沙
汰
こ
れ
有
る

可
き
や
も
相
知
れ
ず
候
由
、
旁
、
江
戸
よ
り
申
し
来

た
り
候
こ
と 

  

右
の
通
り
、
御
当
職
所
へ
呼
び
出
し
に
て
、
唐
船
方

よ
り
渡
方
相
成
り
、
尚
ま
た
、
飯
田
孫
兵
衛
殿
内
々

申
さ
れ
候
趣
は
、
右
の
御
沙
汰
も
こ
れ
有
る
可
く
、

兼
ね
て
御
内
輪
に
於
て
も
御
手
当
仰
せ
付
け
ら
れ

こ
れ
有
る
可
く
儀
と
存
じ
奉
り
候
、
然
る
時
は
、
尚

又
御
請
方
御
支
配
御
支
配
へ
御
沙
汰
相
成
り
居
り
、

然
る
べ
く
存
じ
候
と
お
り
申
さ
れ
候
こ
と 

右
の
通
り
、
御
当
職
所
へ
呼
び
出
し
に
て
、
唐
船
方

よ
り
渡
方
相
成
り
、
尚
ま
た
、
飯
田
孫
兵
衛
殿
内
々

申
さ
れ
候
趣
は
、
右
の
御
沙
汰
も
こ
れ
有
る
可
く
、

兼
ね
て
御
内
輪
に
於
て
も
御
手
当
仰
せ
付
け
ら
れ

こ
れ
有
る
可
く
儀
と
存
じ
奉
り
候
、
然
る
時
は
、
尚

又
御
請
方
御
支
配
御
支
配
へ
御
沙
汰
相
成
り
居
り
、

然
る
べ
く
存
じ
候
と
お
り
申
さ
れ
候
こ
と 

  

前
書
き
の
趣
に
つ
い
て
は
、
前
廉
御
人
数
御
手
当
も

仰
せ
付
け
ら
れ
こ
れ
有
る
儀
に
候
え
ど
も
、
其
の

節
々
御
人
割
に
て
は
相
違
も
こ
れ
有
り
、
当
時
急
場

の
御
間
も
相
兼
ね
候
様
こ
れ
有
る
可
く
、
只
今
出
張

り
な
ど
仰
せ
付
け
ら
れ
候
儀
に
て
は
こ
れ
無
く
候

え
ど
も
、
も
し
危
急
の
期
に
至
り
候
て
は
御
間
も
相

申
す
間
敷
、
早
速
人
割
な
ど
相
改
め
、
組
頭
中
は
申

す
に
及
ば
ず
、
支
配
支
配
末
々
に
至
る
迄
、
火
急
の

期
に
至
り
候
て
も
、
御
沙
汰
に
及
ば
ず
、
何
時
も
出

張
り
相
成
り
候
覚
悟
に
罷
り
居
り
候
様
行
き
届
き
、

御
沙
汰
相
成
り
候
様
、
萩
よ
り
申
し
来
た
り
候
こ
と 

前
書
き
の
趣
に
つ
い
て
は
、
前
廉
御
人
数
御
手
当
も

仰
せ
付
け
ら
れ
こ
れ
有
る
儀
に
候
え
ど
も
、
其
の

節
々
御
人
割
に
て
は
相
違
も
こ
れ
有
り
、
当
時
急
場

の
御
間
も
相
兼
ね
候
様
こ
れ
有
る
可
く
、
只
今
出
張

り
な
ど
仰
せ
付
け
ら
れ
候
儀
に
て
は
こ
れ
無
く
候

え
ど
も
、
も
し
危
急
の
期
に
至
り
候
て
は
御
間
も
相

申
す
間
敷
、
早
速
人
割
な
ど
相
改
め
、
組
頭
中
は
申

す
に
及
ば
ず
、
支
配
支
配
末
々
に
至
る
迄
、
火
急
の

期
に
至
り
候
て
も
、
御
沙
汰
に
及
ば
ず
、
何
時
も
出

張
り
相
成
り
候
覚
悟
に
罷
り
居
り
候
様
行
き
届
き
、

御
沙
汰
相
成
り
候
様
、
萩
よ
り
申
し
来
た
り
候
こ
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御
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公
儀
よ
り
御
内
輪
へ
御
沙
汰
の
覚 

北
浦
へ
異
国
船
漂
流
の
節
、
手
当
の
儀
は
兼
ね
て
御

沙
汰
の
旨
、
弥(

い
よ
い
よ)

以
て
怠
り
有
る
間
敷

事
、
但
し
領
分
境
よ
り
奈
古
村
切
り
通
し
迄
の
間
は

児
玉
百
合
八
郎
・
榎
本
遠
江
・
益
田
隼
人
知
行
所
こ

れ
有
る
事
に
付
き
、
相
応
人
数
差
し
出
し
候
様
沙
汰

相
成
り
候
、 

北
浦
へ
異
国
船
漂
流
の
節
、
手
当
の
儀
は
兼
ね
て
御

沙
汰
の
旨
、
弥(

い
よ
い
よ)

以
て
怠
り
有
る
間
敷

事
、
但
し
領
分
境
よ
り
奈
古
村
切
り
通
し
迄
の
間
は

児
玉
百
合
八
郎
・
榎
本
遠
江
・
益
田
隼
人
知
行
所
こ

れ
有
る
事
に
付
き
、
相
応
人
数
差
し
出
し
候
様
沙
汰

相
成
り
候
、 

然
れ
ど
も
人
数
不
足
に
及
ぶ
儀
も
こ
れ
有
る
可
き

に
付
き
、
須
佐
領
よ
り 

然
れ
ど
も
人
数
不
足
に
及
ぶ
儀
も
こ
れ
有
る
可
き

に
付
き
、
須
佐
領
よ
り 

人
数
指(

差)

し
出
し
申
合
い
取
り
計
ら
い
こ
れ
有

る
可
く
候
、 

人
数
指(

差)

し
出
し
申
合
い
取
り
計
ら
い
こ
れ
有

る
可
く
候
、 

若
し
其
の
領
内
に
於
て
異
儀
に
及
び
候
節
、
右
面
々

よ
り
も
加
勢
を
遂
げ
候
様
、
其
の
沙
汰
相
成
り
候

条
、
一
和
令
め
申
し
談
じ
肝
要
の
事 

若
し
其
の
領
内
に
於
て
異
儀
に
及
び
候
節
、
右
面
々

よ
り
も
加
勢
を
遂
げ
候
様
、
其
の
沙
汰
相
成
り
候

条
、
一
和
令
め
申
し
談
じ
肝
要
の
事 

  
一 
沖
相(

合)

異
船
見
請
候
節
は
、
其
の
所
よ
り
早

速
萩
へ
注
進
を
遂
げ
、
尚
御
代
官
御
番
所
へ
も
申
し

達
せ
ら
る
可
く
候
事 

一 
沖
相(

合)

異
船
見
請
候
節
は
、
其
の
所
よ
り
早

速
萩
へ
注
進
を
遂
げ
、
尚
御
代
官
御
番
所
へ
も
申
し

達
せ
ら
る
可
く
候
事 

  

一 

異
船
見
懸
候
か
、
又
は
御
代
官
所
御
番
所
役
よ

り
物
音(

し
ら
せ)

こ
れ
有
り
候
節
は
、
孰
に
も
早
速

居
合
の
人
数
并
有
合
い
の
大
筒
小
筒
等
差
し
出
し
、

海
手
警
固
こ
れ
有
る
可
く
候
事 

一 

異
船
見
懸
候
か
、
又
は
御
代
官
所
御
番
所
役
よ

り
物
音(

し
ら
せ)

こ
れ
有
り
候
節
は
、
孰
に
も
早
速

居
合
の
人
数
并
有
合
い
の
大
筒
小
筒
等
差
し
出
し
、

海
手
警
固
こ
れ
有
る
可
く
候
事 

但
し
人
数
并
鉄
砲
数
な
ど
、
な
る
た
け
多
く
手
当
の

事 但
し
人
数
并
鉄
砲
数
な
ど
、
な
る
た
け
多
く
手
当
の

事 

 

付
り 

猟
師
そ
の
外
地
下
人
抔
相
加
え
候
儀
も

勝
手
次
第
苦
し
か
ら
ず
候
、
何
分
人
数
見
透
せ
ら
れ

ず
様
相
備
え
、
兎
角
耳
目
を
驚
か
し
候
心
得
専
一
の

事 

 

付
り 

猟
師
そ
の
外
地
下
人
抔
相
加
え
候
儀
も

勝
手
次
第
苦
し
か
ら
ず
候
、
何
分
人
数
見
透
せ
ら
れ

ず
様
相
備
え
、
兎
角
耳
目
を
驚
か
し
候
心
得
専
一
の

事 

 

付
り 

出
張
の
節
武
具
用
意
勿
論
に
候
へ
共
、
先

ず
は
陣
羽
織
、
或
い
は
猟
支
度
、
火
事
支
度
等
に
て

然
る
べ
く
候
事 

 

付
り 

出
張
の
節
武
具
用
意
勿
論
に
候
へ
共
、
先

ず
は
陣
羽
織
、
或
い
は
猟
支
度
、
火
事
支
度
等
に
て

然
る
べ
く
候
事 
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2
 一 

万
一
異
船
よ
り
上
陸
致
し
手
向
か
い
候
様
相

見
候
わ
ば
、
勿
論
、
防
ぎ
方
こ
れ
有
る
可
く
候
、
左

無
き
内
は
場
所
警
固
の
心
得
最
に
候
事 

一 

万
一
異
船
よ
り
上
陸
致
し
手
向
か
い
候
様
相

見
候
わ
ば
、
勿
論
、
防
ぎ
方
こ
れ
有
る
可
く
候
、
左

無
き
内
は
場
所
警
固
の
心
得
最
に
候
事 

但
し
諸
給
領
思
い
お
も
い
に
こ
れ
無
き
様
互
い
に

助
け
合
い
の
儀
肝
要
た
る
べ
き
候
事 

但
し
諸
給
領
思
い
お
も
い
に
こ
れ
無
き
様
互
い
に

助
け
合
い
の
儀
肝
要
た
る
べ
き
候
事 

  

一 

注
進
の
上
、
萩
よ
り
御
人
数
差
し
出
さ
れ
候
わ

ば
、
何
分
指
図
に
任
せ
、
進
退
せ
し
め
候
様
こ
れ
有

る
可
く
の
事 

一 

注
進
の
上
、
萩
よ
り
御
人
数
差
し
出
さ
れ
候
わ

ば
、
何
分
指
図
に
任
せ
、
進
退
せ
し
め
候
様
こ
れ
有

る
可
く
の
事 

  



一 

朝
鮮
船
の
儀
は
毎
度
漂
流
こ
れ
有
り
、
唐
船
等

も
別
に
漂
流
こ
れ
有
る
事
に
候
条
、
卒(

粗)

忽
荒
増

の
作
廻
こ
れ
有
る
間
敷
候
事 

右
急
場
心
得
と
し
て
申
し
達
し
候
、
此
外
何
分
、
時

宜
に
随
い
取
り
斗
ら
い
こ
れ
有
る
可
く
、
尤
も
地
下

人
心
得
等
の
儀
、
御
代
官
所
へ
御
沙
汰
相
成
り
候
事 
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化
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丁
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七
月 

 

右
の
通
り
公
儀
よ
り
御
内
輪
へ
御
沙
汰
相
成
り
候

控 
   

御
内
輪
御
手
当
左
の
通
り 

 

一 

沖
相(

合)

小
筒
打
方 

 

陣
羽
織
着
用 

 
 

組
頭
壱
人 

 
 

手
付
証
人 

 
 

組
侍
壱
人 

 
 

徒
者
壱
人 

 

右
乗
船
漁
船
壱
艘 

 

但
し
舸
子
四
人 

 
 
 

 

外
に
通
ひ
船
漁
船
壱
艘 
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但
し
舸
子
弐
人 

 

付
り 

此
分
手
付
証
人
乗
り
組
ま
せ
鉄
砲
持
参
、

そ
の
外
組
頭
自
身
召
し 

 

連
れ
候
家
人

を
も
見
斗
ら
い
を
以
て
、
頭
船
通
い
船
間
乗
り
組
申

 
 

し
付
く
可
く
候
事 

  
 

打
方 

 
 

 

組
侍 

 
 

 

拾
弐
人 

  

右
乗
船
漁
船
四
艘 

 

但
し
乗
り
組
み
壱
艘
三
人
宛
内
壱
人
小
頭

兼
帯 

 

付
り
壱
艘
に
付
き
舸
子
四
人
外
通
い
船
漁

船
壱
艘 

 

但
し
舸
子
弐
人 

 

付
り 

此
の
通
い
船
へ
組
侍
壱
人
、
鉄
砲

持
参
に
て
乗
り
組
み 

 

仰
せ
付
け
ら
る
可
く
候
事 

  

文
化
四
丁
卯 

七
月 

 

右
御
内
輪
御
手
当
の
内
、
入
用
の
所
計
り
書
き
写
し

候
事 

 
 

 


